
なまえ ひづけ がつ にち

1 ことばから えらんで 書こう。

ことば 実 たね 子葉 花

1 花が さいた あとに  が できる。

2 実の 中には  が 入って いる。

2 花が さいた あとの じゅんに ならべよう。

ア

花が さく

イ

実の 中に たねが できる

ウ

実が できる

→ →

3 正しい ものに ○、まちがって いる ものに × を 書こう。

1 ホウセンカの 実は、さわると はじけて たねが 出る ことが
ある。

2 1つぶの たねから 育った 植物に、たくさんの たねが でき
る。

3 植物は 花が さくと、たねを のこさずに かれる。

できたら
はなまる いきもの ・ つぎは 「こん虫の からだ」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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花の あとに できる もの
ふつう ★★☆ ・ 花の あとに できる 実と たね

虫
いきもの

花の あとは
どうなる？


